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究年次

６１～１年（完了）

Ｉ目的春どりダイロンの空洞症の発生要因を解明するために、空洞症の
発生経過について調査を行うとともに、播種期や作付する年次間差

についてf錘【

Ⅱ試験方法

１供試品種

２試験区の構成

試験’１２月まき《

試験Ⅱ播種期一

耐病総太り（タキイ種苗）

ダイコンの年次間差（６１～６３年）：小型トンネル栽培

（１年）

１０月露地

１１月，２月小型トンネル

１２月，１月大型トンネル

３試験規模１区２０株２反復

４耕種概要

（１）播種期昭和６１年１２月２日、62年１２月５日、６３年１２月７日，

平成１年１０月１１日，１１月１０日．１２月１３日．２年１月１０日，２月１０日

（２）栽植密度うね幅150cm、株間30cm，千鳥3条植え

（３）施肥量ｌＯａ当たりＮ＝２０kg，Ｐ？(：)．＝２０kg，Ｋ２０＝２０Ｋｇ

（４）トンネルビニル１２月上旬～１月中旬ビニル密閉

管理１月下旬～３月中旬昼温２５℃で換気、夜間保温

|禰婁急毒 ３且虫

春どりダイコンの空洞症発生時期と発生部位及び気温の変化は次の通りである。

１空洞症は、根部の横断面の中央に不整形の空洞が生じるが、その発生部位は

首部から３～１３cmのところから始まり、長さは、発生の多い年では、l6cIn程度

に徐々に大きくなるが、発生の少ない年は、約５cmの長さから、収穫時には約

３cmと小さくなる．

２、耐病総太り班の１２月まき小型トンネル栽培では、空洞症の発生は年次間差が

みられ、一船的にｌ月下旬から発生し始めるが、発生が多い年は２月上旬から、
中程度の年は２月下旬から発生株率が高くなる。

３空洞症の発生し始める時期の根重はｌ～３９、根径はｌ～２ｃｍで、発生の多くな
る２月下旬には、根重は７０～ｌ５０ｇ、根径は３～４cm程度である。

４，耐病総太り’の播種期について比較すると、１１月まきでは、１月上旬から

空洞症が発生し始ｊめ、２月上旬に発生株率が高くなる。１０月まきでは、１２月上

旬から高い発生:株率を示すが、いずれも根重が908程度、根径は３６５cm程度の頃
である。

５１２月まきダイコン栽培の空洞症の発生は、１月上旬から２月下旬にかけてトン

ネル内平均気温が１０～１２℃で低く経過すると多く、１４～１６℃と高いと発生は見
られない。また､１月上旬から２月下旬にかけて最低気温が－１～１℃で経過する

と多く、０～１℃では中程度の発生である。発生を見ない年は１月下旬～２月上旬

に０℃に低下するが、他の期間は３℃以上である。

６１１月まきダイコン栽培では、生育初期に長期間を要し､根重が約１００９、根径
が約３．５cmの時期以降に、最低気温が１℃以下で１５日間経過すると、空洞症が多
発する。

空洞症は、ダイコンの根部肥大が始まる頃に、０℃近くの低温に１５日から３０
日間遭遇し、生育が抑制された後、根部肥犬の最適条件になるようなときに
発生するものと考えられる。［
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表－－生育時期と空洞症発生株率(6１ 6２，６２塁』）
=１月－－２月一－３月～４月

_収穫年一上旬Ｔ旬．上旬下旬上旬下旬上旬
％％％％％％％

昭和６２年０２００６６５０５０６０

昭和６３年－３０８０１００１００１００９０

平成１年一０１０３０７０４０４０

第２表生育時期と根径及Uj-根重 （６１，６２，６３年）

１月－２月－３月４月１月」ＥＬ』且－４月
胆護
ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｇｇｇｇｇｇ

62年１，３２．５４．５５，０５．５７．４‐４２１５４２７１３９４７７１

６３年０．９１．９３．０４，４５．５６．４３２３６７１７４３８１５６３

第３表播種期と空洞症発生株率一一一（１年）
播穂期 １１月_－１２月－１月－２月－３月一一4聖５月

１６日３日１８日４日１６日１日１６日２日１６日２日１７日２日
％％％％％％％％％％％％

1０月０４４４０３５４０‐

1１月－１０４５９０９５５５８０‐

1２月０２５１５７５０

1月００１０２０１０‐

2月０００５

第４表播種期と生育の経過 －－一（l集)一‐

一播種－期…旦数－－５２日目雌ｉ８２９６１１１１２６５２日目６６－８２９６１１１１２(１
．ｃｍＣｎｌＣｍ〔.ｍＣＷ１ＣｍｇｌｇｇHｇｇ

1０月３．６５．９７．６８．２‐‐９６４６３１００３１３１０．‐

1１月１．２２，４３．５４，９５．４６．４７２８９１２３６３６７５９３

１２月１．５３．０４．５５．８７．４‐1７５４１９３３６７９４２‐

1月１．９４．０，５．７７．２‐‐１８１４１４４９８８２‐‐

２月 ２．６５．２７．１‐４５３４６９１１‐

年ｲｋ年次～ｌ月下～２月上～２月下～３月上～３月下～４月上症一
℃℃℃ ℃ (：℃

61年６２年１．４０．３３．５０．４４．２５．３中
62年６３年１．３０．１‐１．４２．４２．５５．０多

!~Ⅱ二〃ﾏⅡ可

ｼ羊）篭１．，実の軽調杏時噸が畠次同時卵生下の駒１４円闇の円畠'妖気螺の平均｛直

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１春どりダイコンの空洞症発生予測の基礎資料とする。
，窪ンリ勺'イゴンの空洞挿防.I卜対筈の畜料シす為‘、

Ⅵ今後の研究上の問題点
気象に合わせた潟度管理法確立
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